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【形状・構造及び原理等】 
1.構造 
 
ソフトタイプ、ハードタイプ 

 

 
 
ハードタイプ外周スジなし 

 

2.種類 

本品は構成内容により以下の種類がある。 

製品番号 タイプ 

チューブ 

サイズ 

内径×外径

(mm) 

長さ 

(m) 
材質 

MT-41110 

ソフト 

タイプ 

7.0×11.0 30 軟質ポリ塩化

ビニル樹脂（可

塑剤：フタル酸

ジ（２－エチル

ヘキシル）） 

MT-41115 5.0×9.0 50 

MT-41120 8.0×13.0 20 

MT-91010 ハード 

タイプ 

7.0×11.0 30 
スチレン系熱

可塑性エラス

トマー 

MT-91020 8.0×13.0 20 

MT-91015 
ハードタイプ

外周スジなし 
7.0×11.0 30 

※本品は未滅菌である。オートクレーブ対応である。 
 

【使用目的又は効果】 
 浸出液等を吸引により除去する際に、吸引器と回収容器又は排
液用チューブと回収容器との接続に用いるプラスチック製の
チューブである。 

 
【使用方法等】 

1.用途に合わせ本品を必要な長さに切断する。 
2.本品を各種器具やチューブに緩みや外れが無いように接続する。 
3.本品は下記の範囲内にてオートクレーブが可能である。 
  ハードタイプ：132℃以下、20 分以下 

ソフトタイプ：121℃以下、20 分以下 
 

［使用方法等に関連する使用上の注意］ 
1.接続部への体液や薬液等の付着に注意すること。［接続部のゆ
るみ等が生じ気密性を確保できない、又は使用中に外れる可能
性がある。］ 

2.使用中は本品の破損、キンク、接続部のゆるみや漏れ、詰まり
等がないことを確認すること。 

3.本品を鋭利なもので傷をつけないこと。［気密不良、液漏れの
可能性がある。］ 

4.本品に排液を滞留させないこと。［排液が凝固し、吸引できな
くなる可能性がある。］ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.オートクレーブの際は、チューブの上に他の物を載せないこと。
［変形の可能性がある。］ 

6.オートクレーブ後、白く変色しても使用に影響はない。 
7.オートクレーブを行う際は【使用方法等】欄に記載した範囲内

にて実施すること。 
 

【使用上の注意】 
1.不具合・有害事象 
［その他の不具合］ 
・気密不良 
・変形、破損、閉塞、接続外れ 

 
【保管方法及び有効期間等】 
1.保管条件 

1)本品は直射日光および水濡れを避け、涼しい場所で保管する
こと。 

 2)ケースに収納した状態で保管すること。 
 
2.有効期間 

製造後 5 年間とする。（自己認証（当社データによる）） 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
［製造販売業者］ 
  ＳＢカワスミ株式会社 
 
 
 

［お問い合わせ先電話番号］ 
東京  03-5462-4824   大阪  06-7659-2156 
札幌  0133-60-2400   名古屋 052-726-8381 
仙台  022-742-2471   広島  082-542-1381 
北関東 0495-77-2621   福岡  092-624-0123 
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